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∴ 湯 沢 町 成 人 式

平成憎年3月 ‖日 平成13年度 湯沢町成人式 於渤山公1輔

今
年
も
８
月
１４
日
に
湯
沢
町
公
民
館

に
お

い
て
成
人
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

（躍
和
５６
年
４
月
２
日
～
５７
年
４
月
十
日

生
ま
れ
の
―
１
０
人
が
対
象
。
う
ち
出

席
者
は
７０
夫
。
）

せ
来
、
男
子
は
元
服

（教
え
の
１０
歳
～

‐５
歳
）
を
行

い
、
女
子
は
髪
あ
げ

（数
え

の
１３
歳
）
を
お
こ
な

っ
て
、
十
人
前

の
大

人
と
誕
め
ら
れ
ま
し
た
。

現
在
で
は
、
男
女
と
も
に
満
２０
歳

に

法
律
上
の
成
人
と
謎

め
ら
れ
ま
す
。
選

挙
権
が
与
え
ら
れ
、
喫
煙
、
飲
酒
が
ゆ
る

さ
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。
し
た
が

っ

て
、
権
利

と
と
も
に
責
任
や
義
務
を
も

つ
こ
と
に
な
り
ま
す
。
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年齢
氏 名 生年月 日 町内 氏名 生年月 日 町 内

100
99

中
三野
………
清
~

宮下  培策~F群‐
栗択
‐
預F~

M37 11 05
M38. 07 03
M39 04, 04

甫
南
飼
腰

要
~‐
末
‐
覆

雲  晴 政
持  善 正
越  政 榮

M40. 02. 08
M40. 02 18
M40. 07. 21
M40. 08 04

西山
土樽
滝ノ又

林

M40 12. 10
卜v141. 07. 01
M41, 08. 27

林
~言
次
‐
預F

高 橋   亘
高 井 勝 治 郎

高稿
~‐
隆
‐
清

井 熊  軍 治
M41  11. 08
M42 02. 21

田中

幅下

堰場
中里
戸沢
浅貝

曹

月ヽ
梅

節末
~‐
長
~作
M42 09 1

‐
画亦
‐
任武

坂 西  定
高 橋  作
山 田  澤
有 馬  安
高 橋 喜 ―
高 橋  榮

駅通
上中
中里
栄町
人木沢
楽町
駅通

沢  徳 昌
野 塚 百 三
沢 八 郎 治

M42. 11  19
卜v143 01 05
M43 06. 13

永
士

さム
′rョ

良B
次

15

10

09
08
11

03

M43.
M43.
M44.
M44.
M44
M44.

09
10.

11

05,

06
06
07

※年齢は平成 13年 9月 1日現在。明治 44

年 8月 31日以前生まれの方を掲載 (敬称

日各)し ています。

なお、お名前を類似文字で表記している

場合があります。ご了承ください。

池 田  キ ヌ
半 沢  ユ ネ
塙 騰
‐
ダ マ
‐
ブ
…

廣 田  ス イ
南 雲  トヨ

帯 嗣

~フ

ブ

¨

南 雲  サ ダ
田 村  モ ト
角 谷  松 枝~節
末
~ム ‐
ア
・

高 野  サ ク
高 橋 ウ メ オ
高 橋  ハ ツ
南 雲  シ ゲ
笛 田  シ ヅ
南 雲  ハ ル
角 谷 ス ミエ

南 雲  ヲ キ~市
要
~~ゾ
千
~・

田 村  マ サ
飯酒盃キクノ
池 田  セ イ
南 雲 ム メ ノ
南 雲 ヤ ス イ
須 藤 ハ ル エ

河 井  カ ネ
的 野  キ ヨ
山 本  カ ウ
樋 ロ  イ ト…
画
‐
刊
~~‐
ジ
‐
ズ
~

半 澤  竹 野
田 村  夕 力
角 谷  ナ カ
小 野 塚 サ ト
田 村  リ ト
高 橋  チ カ
森 下 マ ツ ノ
中 村  ミ ツ
鈴 木  き み
辻 本  や よ
鋼 持  フ ジ
樋 ロ ツ ル ノ~種
匡l~~租

~辛 ~

南 雲  タ マ
腰 越  ス ミ
中 村  マ サ
石 田  弥 生
笛 田 シ ヅ エ

宮 沢 ヨ シ イ
山 本  ヨ シ
高 橋 チ ヨ ノ
ヽ市
‐
画
……
ギ
‐
ウ
…

南 雲  ス ミ
長 田  ツ ル
陽 田  ケ サ
井 熊  サ キ
南 雲 フ ク ノ
高 井  ア キ
樋ロ ヤス尾
和久井キクイ
栗 原  フ ヨ
森 下 ヨ キ ノ
内 山  キ ユ
南 雲  ト ヨ
岡 田  イ ト
桑 原 マ サ 子
笛 田  ク ラ
角 谷  ミ カ
星  サ ワ
酒 井  セ ツ
今 村  つ ね

M34. 08. 26

M35. 08 25
M36. 01. 10
M36. 02. 18
M36 03. 04

M38. 10. 28
M38. 11, 18
M39. 05. 29
M39. 08 08
M39. 10. 24
M39, 10. 30
M39, 10, 30
M39, 10 30
M39. 11. 17
M40, 01. 30
M40 05, 01
M40, 05. 27
M40 07. 04
M40, 09. 28
M40. 11. 16
M40. 12. 02
M40. 12. 12
M41. 03. 05
M4
M4
M4
M4
M4

03. 06
04, 03

04. 06
05. 15

06. 09

M41. 08. 29
卜v141. 09, 22
M41. 10. 12
M4
M4
M4
M4

10. 30
11.12
12. 16

12. 29
02. 15

03. 25

05, 30

06. 08

06. 20
08. 10

M42.
M42.
M42.
M42.
M42
M42.
M42 08. 21
M42. 10. 04
M42 11. 19
M42 11. 27
M43. 02. 19
M43 04. 17
M43 05. 15
M43. 07 23
M43 07 23
M43. 08. 13
M43,09,14
M43. 10 06
M43 0
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20
01

07
24
30
01

05
11

12

02
07
19

29
23
24
01

21

28

M43.
M43
M43.
M43.
M43.
M43. 12
M43. 12.
M43. 12
M44. 01.
M44. 01
M44. 01
M44. 01
M44 03
M44. 03
M44 04.
M44 04.
M44 07

三俣一

松川
石白
堰場
小坂

堰場
下熊野
一之町

古野二 _.
堰場
中子
谷地
楽町
原新田
堰場
滝ノ又
堰場
谷後
古野二

谷地
愛宕
堀切
古野二

原
一之町
中里
小坂
堰場
宮林
下中
田中
楽町
中里
谷後
谷地
小坂
上熊野
堰場
栄町
堰場
土樽
正食鉛 !_
堰場
宮林
小坂
幅下
谷地
戸沢
二居
堰場
古野二

浅貝
西山
宮林
堰場
楽町
中子
土樽
西山
「漂訪
布場
大島
古野一
′lヽ原
西中
堰場
七谷切
平沢
堰場
堰場
石白

98

96

95

94

93

92

91

90

広報ゆざわ H13.9.9  (2)



Ｏ
敬
老
の
日

・
老
人
保
健
福
祉
週
間

の
歴
史

昭
和
２２
年
に
兵
庫
県
多
可
郡
野
関
谷

村

（現

・
八
千
代
町
）
で
行
わ
れ
た
敬
老

行
事
が
き

っ
か
け
と
な
り
、
昭
和
２５
年
９

月
１５
日
を

「と
し
よ
り
の
日
」
と
し
よ
う

と
す
る
敬
老

・
福
祉
の
県
民
運
動
が
開
始

さ
れ
ま
し
た
。

昭
和
２６
年
、
中
央
社
会
福
祉
協
議
会

（現

・
全
国
社
会
福
祉
協
議
会
）
が
全
国
運

動
を
提
唱
。
９
月
１５
日
か
ら
２‐
日
ま
で
の

１
週
間
を
週
間
運
動
と
し
て
、
「老
人
を

敬
い
慰
め
、
励
ま
す
と
と
も
に
、
老
人
福

祉
に
対
す
る
国
民
的
理
解
を
促
進
し
、
老

入
自
身
も
ま
た
そ
の
立
場
を
自
覚
し
、
新

し
い
社
会
建
設
に
参
加
す
る
」
こ
と
を
提

唱
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
が
進
め
ら
れ

ま
し
た
。

「と
し
よ
り
の
日
」
は
後
に

「老
人
の
日
」

と
さ
れ
、
昭
和
４‐
年
に
国
民
の
祝
日

「敬

老
の
日
」
へ
と
発
展
し
ま
し
た
。

い
ま
ま
で

一
生
懸
命
努
力
し
て
き
た
、

大
好
き
な
お
じ
い
ち
や
ん

。
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
の
た
め
に
も
、
〈
フ
年
の
「
敬
老
の
日
」
は
、

最
高
の
ブ
レ
捏
ン
ト
を
贈

っ
て
み
ま
せ

ん
か
？

を
´

池 田  キ ヌ さ ん
100歳

日月,台 34, 08. 26生 まれ

南 要

98歳

明
'台

36. 03. 04生 まれ

手 ‐券 会  |.

1ほ ど ヽ

南 要  サ ダ さ ん
95歳

日月
'台

38.||. 18生 まれ

半 沢  ユ ネ さ ん
99歳

日月
'台

35, 08, 25生 まれ

立 野

96歳
明
'台

37.||. 05生 まれ

岸 野 栄 八 郎 さ ん

95歳
日月,台 39, 04. 04生 まれ

/

高 橋 ク マ ジ さ ん

98歳
日月
'台

36.01・ 10生 まれ

宮 下  培 策 さ ん
96歳

日月,台 38.07.03生 まれ

田 村  モ ト さ ん
95歳

明
'台

39, 05, 29生 まれ

廣 日

98歳
口月,台 36. 02.18生 まヤt

高 固  ノ ブ さ ん
95歳

日月
'台

38. 10. 28生 まれ

= 
ふ l

角 谷

95歳
日月
'台

39. 08, 08せ生まれ

イ●   ●

・′　
　
　
・片
を
　
　
　
　
　
一ヽ

ス イ さ ん

・ｒ
ｉ

清 さ んト ヨ さ ん

無
野
移

オム`枝 さ ん

■■―・ ■f
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日
日
Γ

８
月
２２
日
（水
）
、
台
風
Ｈ
号
の
接
近
に
伴
う

大
雨
で
湯
沢
町
で
は
河
川
の
増
水
に
よ
り
、
松

川
橋
の
橋
脚
沈
下
な
ど
の
被
害
が
発
生
し
ま

し
た
。
東
橋
も
、
一
時
通
行
止
め
に
な
り
ま
し
た
が
、

８
月
２８
日
解
除
と
な
り
現
在
は
通
行
で
き
ま

す
。松
川
橋
に
つ
い
て
は
、
仮
橋
の
施
工
が
始
ま

り
ま
し
た
が
ど
死
成
に
は
約
２
ヶ
月
か
か
る
そ

う
で
十
ノ。

現
在
、
迂
回
路
と
し
て
「古
野
蓬
線
」
「堰
場

松
川
線
」
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

8月 22日 の台風 11号による主な被害状況
(8月 24日現在)

と種  別 被害内容 箇所数 被害場所

橋  梁
橋 脚 沈 下 1 松川橋

橋脚根固流失 1 東橋

河  川 護 岸 流 失 3
魚野川 (2箇所)

大源太川 (1箇所)

歳園驚

錢
得

′

肺構能陣自者呼眼執室

医師、理学療法士などが、肺のはたらきガ弱い方の生活に

ついて二お話しします。呼吸リハビリテーシヨン等の実習も

あります。日頃心配なことを解決しませんか ?
【対象】

坂や階段を昇るとき息切れがある人

肺の切除手術を受けた人

トンネルエ事など粉塵を吸いこむ職業に従事していた人

喫煙指数 (1日の本数×喫煙年数)ガ 600以上の人
医師に肺の働きが悪いと言われたことがある人

【日時】

10月 12日 (金)年後 1時 30分～ 3時 30分
10月 26日 (金)年後 1時 30分～ 3時 30分
【会場】

六日町病院

【申込締切】

10月 5日 (金 )

【申込・間い合わせ】

医薬予防課保健影防係 T[と 72-2457

不旺・更年期相談

不妊で悩んでいる夫婦、のぼせ 。ほて:り・

発汗等の更年期症状の気になる女性のため

の相談会です。

【日時】

10月 1日 (月 )年後 2時～ 4時

【会場】

六日町保健所

【相談担当医師】

六日町病院診療部長 須藤 祐悦 氏
【申込締切】

9月 28日 (金 )

【申込・間い合わせ】

地域保健課 T[L72-2457

広報ゆざわ H13.9.9  (4)



ト
ヤ
Ｅ

Ｌ

〓
Ｌ
Ｆ
，病

気
を
早
期
に
発
見
す
る
た
め
、
年
に
１
度
は
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

鵜縛息籟鬱鰺議鶉霧団圏

※乳ガん検診実施通知書を持参してください。

※子宮頸ガん検診実施通知書を持参してください。

静圏鰤観ぬ綴麟鰺磯鯛謬翻闇

ア

Ω圃握緯響麟朝謬鐵薗藍鬱

趣畿 6観⑬ヘ

※ 9月 27日 (木)年後に胃がん検診を希望する方は、事前に予約が必要です。
※合同検診実施通知書を持参してください。

9月 は「障害者雇用促進月間」
一人でも多くの障害を持つ方が働 く場を

得て社会経済活動に参加し、生きがいを見い

出していけるよう、地域の皆さんの一層のご

理解とご協力をお願いします。

期日 時間 会場 検診料金

9月 11日 (火 )
13 :30ヘン15 :00 保健センター

300円

(70歳以上は無料)9月 25日 (火 )

期 日 時間 会場 検診料金

9月 11日 (火 )
9:30^V ll

13:30-15

０

０

０

０ 保健センター
500円

(70歳以上は無料 )

期 日 時間 会場 検診料金

9月 26日 (水) 8:00ヘツ10:00

保健センター

結核 :無料

胃がん :500円

大腸がん :500円

月市がん :500円

基本検診 :1,000円

(いずれも 70歳以上は無料)

9月 27日 (木 )
8: 00へ,10:00

13:00-13:30

9月 28日 (金 ) 8:00ヘン10:00

(5)



救

急

ミ

ニ
知

識

〈
９

〉

～
生
死
を
分
け
る
蘇
生
法
～

今
日
、
９
月
９
日
は
救
急
の
日
。

世
界

一
安
全
と
思
わ
れ
て
い

た
日
本

で
も
阪
神
淡
路
大
震
災

や
地
下
鉄
サ
リ
ン
事
件
、
最
近
で

は
学
校
を
舞
台
と
し
た
無
差
別

殺
人
事
件
な
ど
、
災
害
や
事
故
で

尊
い
命
が
犠
牲
に
な

っ
て
い
ま

す
。
も
し
、
自
分
の
身
に
生
死
を

分
け
る
ほ
ど
危
険
な
状
態
が
訪

れ
た
と
し
た
ら
、
そ
ば
に
い
る
誰

か

に
助

け
を
求

め

る

こ
と

で

し
ょ
う
。
そ
の
時
、
救
急
医
療
を

学
ん
だ
医
師
や
救
急
隊
員
が
い

て
く
れ
た
ら
ど
ん
な
に
心
強

い

こ
と
で
し
ょ
う
。

覚えよう !

心肺蘇生法

・
|ヽ
く

①意識がなければ

気 道 確 保

②呼吸がなければ

人 工 呼 吸

一，
，
マ

一一．
　

　

ｉ

③脈がなければ

心臓マッサージ

金
融
公
庫
か
ら
□

救
命
講
習
会
に

参
加
し
ま
し
ょ
う
。

救
急
車
を
呼

ん
で
救
急
隊

が
到
着
す
る
ま
で
に
全
国
平

均

で
６
分
間
か
か

っ
て
い
ま

す
。
一
方
呼
吸
停
止
や
心
臓
停

止
の
状
態

に
な

っ
て
い
る
人

で
は
４
分
以
内

（早
け
れ
ば
早

い
程
よ
い
が
）
に
応
急
手
当
を

施
さ
な
い
と
脳

に
何
ら
か
の

障
害

を
残

し
た
り
、
救
命

の

チ

ャ
ン
ス
を
失
う
こ
と
に
な

り
ま
す
。

み
ん
な
で
、
自
分
の
家
族
や

自
分
自
身

の
た
め
に
救
命
講

習
会
に
参
加
し
ま
し
ょ
う
。

詳

し
い
応
急
手
当

や
救
命

講
習
会
に
に
つ
い
て
は
、
魚
沼

消
防
湯
沢
分
署

（ＴＥＬ
８４

・
３
３

７
７
）
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ

①
住
宅
ロ
ー
ン
返
済
が
困
難
な
方

ヘ

勤
務
先
の
倒
産
、
営
業
不
振
等
に
よ
り
、

公
庫
の
住
宅

ロ
ー
ン
の
返
済
に
お
困
り
の

方
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
返
済
期
限
を
１０

年
間
延
長
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
場

合
に
よ

っ
て
は
、
金
利
を
下
げ
て
最
長
３

年
間
利
息
の
み
の
支
払
い
と
す
る
こ
と
も

で
き
ま
す
。

詳
し
く
は
、
ご
返
済
中
の
金
融
機
関
ま

た
は
住
宅
金
融
公
庫
北
関
東

支
店
ま
で
　
お
聞
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。
（平
成
１４
年
３
月

末
日
ま
で
受
け
付
け
ま
す
。
）

②
資
金
計
画
診
断
サ
ー
ビ
ス

公
庫
で
は
、
住
宅
取
得
時
の

諸
費
用
や
将
来
の
返
済
に
つ

い
て
チ

ェ
ッ
ク
す
る
「無
料
診

断
サ
ー
ビ
ス
」
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
電
話
、
郵
便
、
フ
ァ
ク
ス
、

イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
廷
よ
り
利

用
で
き
ま
す
。
住
宅

ロ
ー
ン
借

り
入
れ
前
に
ぜ
ひ
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

〒
３
７
１
１
８
５
８
８

前
橋
市
千
代
田
町
１
１
８
１
８

住
宅
金
融
公
庫
北
関
東
支
店

住
情
報
相
談
課

阻
０
２
７

●
２
３
２

●
６
６
５
６

脚
０
２
７
●
２
３
２
３
６
８
１
７

ホームページアドレス

http://wwwojyukou.go.ip/

広報ゆざわ H13.99  (6)



可

建
設
省
湯
沢
砂
防
工
事
事
務

所
と
湯
沢
町
の
共
催
に
よ
り
、

毎
年
恒
例
の

「
魚
の
つ
か
み
ご

り
」
が
、
魚
野
川

（穴
沢
河
川
公

園
付
近
）
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
は
町
内
外
か
ら
小
学

生
以
下
の
児
童
と
大
人
ガ
参
加
。

○

×
ク
イ
ズ
で
ゆ
ざ
わ
の
自
然

と
防
災
に
つ
い
て
学
ん
だ
り
、

無
我
夢
中
で
魚
を
追
い
か
け
た

り
と
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま

し
た
。

個
人
の
部
　
田頭
優
秀
賞
に

高
橋
　
唱
子
さ
ん

グ
ル
ー
プ
の
部
は
岩
原
観
光
株
式
会
社

湯
沢

・
花
の
ま
ち

コ
ン
テ
ス
ト
の

審
査
が
、
８
月
１
日

（水
）
に
行
わ
れ
、

グ
ル
ー
プ
の
部
で
は
岩
原
観
光
株
式

会
社
、
個
人
の
部
で
は
、
高
橋
唱
子
さ

ん

（駅
通
）
が
最
優
秀
賞
に
選
ば
れ
ま

し
た
。
岩
原
観
光
株
式
会
社
は
、
ス
キ
ー

場
の
メ
イ
ン
グ
レ
ン
デ
を
利
用
し
て

開
花
時
期
の
異
な
る
多
種
類
の
花
を

育
て
、
夏
の
岩
原
の
イ
メ
ー
ジ
向
上

に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

高
橋
唱
子
さ
ん
の
お
宅
は
、
６
月

の
コ
ン
テ
ス
ト
開
始
当
初
か
ら
花
や

緑
で
立
体
的
に
囲
ま
れ
、
行
き
交
う

人
が
思
わ
ず
足
を
止
め
て
し
ま
う
ほ

ど
の
華
や
か
さ
。
（写
真
）

美
し
さ
を
保

つ
た
め
の
き
め
細
や

か
な
手
入
れ
と
工
夫
を
長
期
間
継
続

さ
れ
て
い
る
点
が
高
い
評
価
を
得
ま

し
た
。

湯沢・花のまちコンテスト 入賞者

審査の講評はインターネットホームページにて

http://www.e― yuzawa.gr.jp/

鞠 蜘

剪

8Ct刀

湯
沢

・
花
の
ま
ち
コ
ン
テ
ス
ト

ゲ

ザレ

|

プ

の

部

最優秀賞 岩原観光 朱式会社

優秀賞 滝沢町内会

湯沢田J観光協会長賞 中里パー 3
湯沢町商工会長賞 屋

」A湯沢田]組合長賞 原町内会

湯沢町都市施設公社理事長賞 ―之町通 り花の会

□―プウエー事業所長賞 湯沢ビューホテルいせん

m v 40's賞 湯沢温泉カ〔館組合

個

人

の

部

最傷秀賞 ん (駅通 )

優秀賞 本田 幸枝さん (中里 )
湯沢町観光協会長賞 飯田真理子さん (中里 )

湯沢町商工会長賞 ん 下 )

」A湯沢町組合長賞 高橋カズ子さん (湯元

湯沢町都市施設公社理事長賞 ん (原 )

m y 40's賞 浪花屋酒店 (―之町 )

(7)



ベットはあなた0

夏情も、

問
わ
れ
る
飼
い
主
の
責
任

聾●

ペ
ッ
ト
に
関
す
る
苦
情
や
ト
ラ
ブ
ル
が
後
を

絶
ち
ま
せ
ん
。
特
に
都
市
部
や
集
合
住
宅
と
い

っ
た
環
境
の
中
、
飼
い
主
の
知
識
不
足
や
無
責

任
な
飼
育
に
よ

っ
て
問
題
と
な
っ
て
い
る
ケ
ー

ス
が
多
い
よ
う
で
す
。

動
物
の
え
さ
の
世
話
や
健
康
管
理
は
も
ち
ろ

ん
、
犬
の
け
い
留
、
む
だ
吠
え
に
対
す
る
し
つ

け
、
猫
の
ト
イ
レ
の
し
つ
け
、
ム
ん
尿

・
械
け

毛
の
始
末
、
繁
殖
を
希
望
し
な
い
場
合
は
、
不

妊

・
去
勢
の
処
置
な
ど
も
飼
い
主
の
務
め
で
す
。

罰
則
も
あ
る
動
物
虐
待

ｒｔ

「世
話
が
た
い
へ
ん
」
「か
わ
い
く
な
く
な
っ

た
か
ら
」
と
安
易
に
動
物
を
捨
て
る
身
勝
手
な

飼
い
主
も
、
依
然
と
し
て
い
ま
す
。
犬
や
猫
に

限
ら
ず
、
捨
て
ら
れ
た
ワ
ニ
や
ヘ
ビ
が
公
園
な

ト

犬や猫などの小動物は、人間のパートナーとして

私たちの生活に潤いをもたらしてくれます。

しかし、その一方で、騒音や悪臭など
ベットをめぐるトラブルも絶えません。

安易に動物を捨てたり、虐待したりする事件も増えています。

飼い主には、命ある動物の一生の面倒をみるという

強い自覚と責任感が求められています。      .

町

じヽ
ナJ■

√ヽ

ノ

1｀

※愛護動物とは、牛、馬、豚、めん羊、やぎ、犬、ねこ、いえうさぎ、鶏、い
えばと、あひる、そのほか人が飼っているほ乳類、鳥類またはは虫類です。

ど
で
発
見
さ
れ
た
例
も
あ
り
ま
す
。
こ
こ
数
年

は
動
物
の
殺
傷
な
ど
の
虐
待
事
件
も
増
え
つ
つ

あ
り
、
社
会
問
題
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
情
勢
を
受
け
て
、
昨
年
十
二
月
に

新
た
に
施
行
さ
れ
た

「動
物
の
愛
護
及
び
管
理

に
関
す
る
法
律
」
（改
正
動
管
法
）
で
は
、
動
物

の
殺
傷
な
ど
の
虐
待
、
遺
棄
な
ど
に
対
す
る
罰

則
が
強
化
さ
れ
て
い
ま
す
。
み
だ
り
に
愛
護
動

物
を
殺
傷
し
た
者
は

「
一
年
以
下
の
懲
役
ま
た

は
百
万
円
以
下
の
罰
金
」
、
虐
待

・
遺
棄
し
た

者
は

「二
十
万
円
以
下
の
罰
金
」
な
ど
と
明
記

さ
れ
ま
し
た
。

飼
育
の
配
慮
と
心
が
ま
え
一■

法
律
は
、
動
物
愛
護
と
ペ
ッ
ト
の
飼
育
方
法

な
ど
に
つ
い
て
も
幅
広
く
規
定
し
て
い
ま
す
。

飼
い
主
は
動
物
の
健
康
を
守
り
、
周
囲
に
迷
惑

を
か
け
な
い
し
つ
け
と
配
慮
を
欠
か
さ
な
い
と

と
。
さ
ら
に
、
動
物
に
よ
る
感
染
症
に
つ
い
て

正
し
い
知
識
を
も
ち
、
名
札
や
標
識
に
よ
っ
て

動
物
の
所
有
者
を
明
ら
か
に
す
る
よ
う
努
め
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

動
物
を
飼
う
と
い
う
こ
と
は
、
命
を
預
か
る

と
い
う
こ
と
。
飼
育
に
伴
う
さ
ま
ざ
ま
な
手
間

や
ト
ラ
ブ
ル
、
経
済
的
な
負
担
や
住
環
境
も
見

据
え
た
上
で
、
あ
な
た
の
新
し
い
家
族
―
―
ペ

ッ
ト
を
迎
え
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

、

一
ア

れだIサ
▼

こ

①動物の習性などを正しく理

解して飼う

②最後まで責任をもつて飼う

③犬や猫の緊殖制限に努める

④動物による感染症の知識を

もつ

⑤動物の所有者を明らかにす

るよう努める

〕Ⅲ

動物愛護週間 9月 20～ 26日

●

し
　
ヽ

′
，
　
ｔ

広報ゆざわ H13.8.26  (8)
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三倶小学機の睡 、2八が特避に輝く !
平成-13年度歯科保1健1図画|'ポスタニヨンクィル

南
魚
沼
郡
歯
科
医
師
会
で

は
、
歯
科
保
健
の
普
及
向
上
の

た
め
の
事
業
と
し
て
、
毎
年
小

学
生
か
ら
歯
科
保
健
に
関
連

し
た
図
画

・
ポ
ス
タ
ー
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

今
年
の
コ
ン
ク
ー
ル
に
は
、

南
魚
沼
郡
内
の
１４
の
小
学
校

か
ら
９７
篭
の
作
品
ガ
出
品
さ

れ
、
６
毛
ガ
特
選
を
受
賞
し
ま

し
た
。
湯
沢
町
か
ら
も
三
俣
小

学
校
の
森
下
朋
美
さ
ん

（４
年

生

，
大
島
）
と
森
下
美
香
さ
ん

（５
年
生

。
三
俣
２
）
の
作
品
ガ

選
ば
れ
て
い
ま
す
。

二
人
の
す
ば
ら
し
い
作
品

を
皆
さ
ん
も
ご
鑑
賞
く
だ
さ

〕

う

ひ

Ｆ

い

な
お
、
特
選
の
６
名
の
作
品

は
、
県
歯
科
医
師
会
に
提
出
さ

れ
、
「全
国
小
学
校
衛
生
図
画

ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
」
に
出

品
す
る
最
優
秀
作
品
の
選
老

対
象
と
な
り
ま
す
。

'も

|イげ蝸
||:i

一一
●
一

ヽ

一一
一
・一
′
一
一

準
，
(》 |

０
♂
璃
ノ

ア

Å
メ
Ｃ

慧

i― :

挙

ｉ

】

―

ヘ

§O

三俣小学校 5年

森下 美香さんの作品

三俣小学校 4年

森下 朋美さんの作品

8月 の建設工事等入札結果 (落札額 250万円以上)

《
踏
ｆ

番号 工事名等 契約金額 (円 ) 請負業者

簡第 14号 県道万条新田・越後中里停車場線(滝ノ又地内)配水管新設工事 11, 430, 000 僻つどい総業

水第6号 戸沢 1号線配水管布設替 (その2)工事 7, 654, 500 脚山井建設

建委第29号 法定外公共物等譲与申請図書作成委託 6, 615, 000 脚小林測量設計事務所

建第26号 石白1号線他消雪施設 (さく井)工事 8, 074, 500 l中対山井建設

建第25号 通路8号線他消雪施設 (さく井)工事 7, 875, 000 l抑中由商会湯沢営業所

管補第2号 中央保育所トイレ改修 (機械設備)工事 4, 620, 000 lホ対つどい総業

管補第 1号 中央保育所トイレ改修 (建築)工事 4, 515, 000 l朝0ホンダハウス

産観災第 1号 林道一之沢滝ノ又線災害復旧工事 6, 552, 000 l抑林組

簡第 19号 古野線配水管布設替工事 43, 387, 500 l抑剣水施設整備

下第 16号 汚水枝線新設 (橋添架)工事 8, 053, 500 トピーエ業l抑新潟営業所

簡第 18号 宇津野線配水管新設工事 3, 517, 500 l抑文明屋

|

|

|

|

(9)



湯
沢
み
ど
り
の
会
ガ
ら

劃
鍛
審
嘲
サ
イ
ク
ル
の
ぬ
騒
蜘

湯
沢
み
ど
り
の
会
で
は
、
資
源

の
再
利

用

を
考

え

て
、
使

い
終

わ

っ
た
割
り
箸
の
リ
サ
イ
ク
ル
を

行

っ
て
い
ま
す
。

回
収
し
た
割
り
箸
を
製
紙
工
場

に
送
る
事
に
よ
り
紙
の
原
料
と
し

て
使
わ
れ
ま
す
の
で
、
み
な
さ
ん

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

種

類
】

木
の
割
り
箸
に
限
り
ま
す
。

（塗
り
箸
、
竹
箸
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

は
不
可
）

【梱
包
方
法
】

一
般
家
庭
は
１
０
０
本
程
度
で

ひ
も
で
束
ね
て
、
飲
食
店
等
は
、
１０

ｋｇ
程
度
で
ダ
ン
ボ
ー
ル
に
入
れ
て

く
だ
さ
い
。

割

り
箸
は
、
洗

っ
て
乾
燥
さ
せ

て
く
だ
さ
い
。
）

【搬
入
先
】

町
営
第
二
駐
車
場
内

『割
り
箸
管
理
小
屋
』

（下
記
の
地
図
参
照
）

【問
い
合
わ
せ
】

井
日
　
智
文

阻
８４

・
４
５
８
５

玉命

８４

・
４
２
１

ヽ
４
Ч

高
橋

ィ昇
■
―
‐、キ

阻
８４

・
３
５
２
５

町営第 2駐車場 町営第 1駐車場

道県再
ト

割り書でこんなにリサイクルできます。

r)

割り箸管理小屋

割り箸 6本 →

→

A4コピー用紙 1枚程度

割り箸 10kg(約 5,000本 ) ティッシュペーパー 15箱程度

ミユージアムアン 2001年特別企画

伝統の調ベ フェステイバル

【日時】 10月 6日 (土)開演 年後 6時
【会場】 湯沢カルチヤーセンター、中央公園池周辺

【内容】 第 1部    1           
」

塩沢古典民謡

越中おわら節

越前三つ打ち太鼓

第 2部

越中おわら節の流しと輪踊り野外公演

※湯沢カルチヤーセンターで入場整理券を配布

します。当日は、入場整理券を持つておいでく

ださい。

【間い合わせ】

鰯湯沢町都市施設公社 {と 84・ 1511

●

●●

●

緊急提言 !

「ひとづくり・価値づくり。まちづくり」

雪国青年会議所では、魚沼シンポジウムでいた

だいた貴重なご意見を参考に、まちづくりに関す

る提言書の発表会を行います。ぜひお気軽にご来

場ください。

9月 19日 (水)年後 6時～ 9時
六日町文化会館

無料

200名 (定員になり次第締切)
9月 12日 (水 )
雪国青年会議所 政策研修委員会

運営幹事 井□智裕 IL 84・ 3361
※ホームベージからも申込出来ます。
httpVttww.humaninc.co.ip/yukiguni‐ iC/

時

場

費

員

日

会

会

定

Ｅ

Ｅ

Ｋ

Ｅ

● ●

● ●

【申込締切】
【申込先】
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再

湯 沢 町 社 会 福 祉 協 議 会 職 員 募 集

募集職種 事務 (1名 )

受験資格

※次の①から④に該当する者。

①昭和 41年 4月 2日 以降に生まれた者
②高等学校卒業 (平成 14年 3月 卒業見込みを含む)又はこれと同等以上の学力を有し、

心身共に健康であること

③簿記 2級以上の資格を有すること

④自動車運転普通免許を有すること

ただし次のいずれかに該当する者を除きます。
・成年被後見人及び被保佐人

・禁固以上の刑に処せられ、その執行を終わるまで又はその執行を受けることがなくなるまでの者

試  験
・ 日日寺
。会場

・方法

平成 13年 11月 9日 (金)午 前 10時～ (受付 午前 9時～)
湯沢町公民館

小論文、面接試験

合格通知

及び採用

予定日

・受験者全員に合否の結果を通知します。

・平成 14年 4月 1日 採用予定

受験手続

〈申込方法〉

市販の履歴書に自筆で記入し、上半身・脱帽・正面向きの写真 (縦 4cm× 横 3cm)を 1枚添付の

上提出してください。

(提出先〉

〒 949-6101 湯沢町大字湯沢 2877番地 1 湯沢町総合福祉センター内
湯沢町社会福祉協議会 TE[0257-84-4111
〈受付期間・時間〉

平成13年 10月 1日 (月 )～平成13年 10月 22日 (月 )・ 午前 8時 30分～午後 5時

※土 。日・祝日を除きます。

(郵便による提出〉

受験申込用封筒の表に「受験申込書在中」と朱書してください。

秋
の
農
作
業

事
故
防
止
に
つ
い
て

９
月
か
ら
１０
月
に
か
け
て
、
秋
の
農

繁
期
を
迎
え
ま
す
が
、
農
作
業
中
や
、
田

畑

へ
の
行
き
帰
り
の
途
中
の
公
道
上
で

の
事
故
が
こ
の
時
期
、
大
変
多
く
な

っ

て
い
ま
す
。

次
の
点
に
特
に
注
意
の
上
、
農
作
業

事
故
を
未
然
に
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

○
作
業
前
に
は
、
農
業
機
械
の
点
検
整

備
を
必
ず
行
い
ま
し
ょ
う
。

○
機
械
の
点
検
調
整
は
、
エ
ン
ジ
ン
を

と
め
て
か
ら
行
い
ま
し
ょ
う
。

○
機
械
の
積
み
下
ろ
し
や
圃
場

へ
の
出

入
り
の
際
は
、
転
倒

・
転
落
事
故
が
起

こ
り
や
す
い
の
で
特

に
注
意

し
ま

し

ょ

】つ
。

Ｏ
道
路
走
行
中
は
、
交
通
ル
ー
ル
を
守

り
、
機
械
の
構
造
と
道
路
状
況
に
見

合

っ
た
運
転
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

○
夕
暮
れ
時

に
は
早
め
に
ラ
イ
ト
を

つ

け
、
ま
た
、
反
射
材
な
ど
装
着
し
て
他

の
車

か
ら
確
認
し
や
す
く
す
る
よ
う

に
し
ま
し

ょ
う
。

○
ゆ
と
り
あ
る
作
業
計
画
を
立
て
、
決

し
て
無
理
は
し
な
い
よ
う
心
が
け
ま

し

ょ

＞つ
。

○
最
近
、
高
齢
者
の
事
故
が
多
発
し
て

い
ま
す
。
充
分
注
意
し
た
作
業
を
心

が
け
ま
し
ょ
う
。

【
日
時
】

９
月

１３
日

（木
）

午
前

日
時
～
午
後

―
時

３０
分

【
会
場
】

カ
ル
チ

ャ
ー
セ
ン
ダ
ー

※

平

成

１４
年

３
月

３十

日
現
在

７４

歳

以
上

の
方

が
対
象
で
す
。

歌

や
踊

り

で

お
年

よ

り

に
楽

し

い
ひ

と
時

を
過

ご

し

て
頂

き
ま
す
。

団
員
招
集

及
び
放
水
訓
練

の

た
め
、
サ
イ
レ
ン
が
吹
嗚
し
ま
す
。

火
災
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
ご

注
意
く
だ
さ

い
。

【
日
時
】

９
月
１５
日

（土
）

【
会
場
】

湯
沢
小
学

校
グ

ラ
ウ

ン
ド
及

び
湯
沢
町
公
民
館
付
近

【
サ
イ
レ
ン
吹
嗚
時
期
】

午
前
８
時

（合
　
地
　
区
）

午
後
３
時
５０
分
頃
（湯
沢
町
公
民
館
）

‐５
日
に
秋
季
消
防
演
習

敬
老
会
の
お
知
ら
せ

(11)



と

【募
集
訓
練
科
】

電
気
施
設
科
、
建
築
科
ド
左
官
科

【
痣
募
資
格
】

①
電
気
施
設
科

・
高
等
学
校
以
上
卒
業
し
た
者

（平
成
１４
年
３
月
卒
業
予
定
者
を

含
む
）

・
推
薦
選
考
は
高
等
学
校
長
が
推

薦
で
き
る
考

（推
薦
は
卒
業
予
定
者

の
み
）

②
建
築
科

・
左
官
科

・
中
学
校
又
は
高
等
学
校
以
上
を

卒
業
し
た
者

（平
成
１４
年
３
月
卒
業
予
定
者
を

含
む
）

【
願
書
受
付
期
間
】

推
薦
選
考

（電
気
施
設
科

の
み
）

９
月
１７
日

（月
）

～
Ю
月
―
日

（月
）

一
般
選
考

１０
月
１７
日

（水
）
～
３‐
日

（水
）

【
選
考
期
日
】

推
薦
選
考
…
１０
月
１０
日

（水
）

一
般
選
考
…
Ｈ
月
１４
日

（本
）

【聞

い
合
わ
せ
】

新
潟
県
立
魚
沼
テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル

Ｒ
０
２
５
７
９
●
４
●
２
４
１
０

勤
物
好
き
の
皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
お

出
か
け
く
だ
さ

い
。

【
日
時
】

９
月
２３
日

（日
）

工
午
～
午
後
３
時

【
会
場
】

大
和
町
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ア
ー
ミ

ナ
ル

（大
和
町
荒
金
）

【
主
な
催
物
】

・
家
庭
犬
し

つ
け
教
室

・
動
形
イ
ラ
ス
ト
書
き
方
教
室

・
動
物
写
真
展
　
な
ど

【
主
催
】

２
０
０
１
勤
杉
愛
護

ふ
れ
あ

い

フ

ェ
ス
テ
ィ
パ
ル
実
行
委
員
会

【
聞

い
合
わ
せ
】

六
日
町
保
健
所

ＴＥＬ

７２

・

２

４

５

７

【
期
日
】

９
月
２８
日

（金
）

【時
間

・
場
所
】

午
後
１０
時
～
１２
時

日
本
道
路
公
団
湯
沢
管
理
事

務
所
前

年
後
―
時
３０
分
～
３
時
３０
分

逮
後
湯
沢
駅
西
口
広
場ヽこ

ガ

【聞

い
合
わ
せ
】

福
社
保
健
課
福
社
係

ＴＥＬ

８４

・

４

５

６

０

介
護
を
し
て
い
る
方
の
疑
間
を

聞

い
て
、
不
安
を
軽
減
す
る
た
め

の
教
宣
で
す
。
こ
の
機
会
に
、
ぜ
ひ

参
加
し
ま
せ
ん
か
？

【対
象
】

介
護
が
終
要
な
家
族
を
お
持
ち

の
方
。

【内
容
】

９
月
腑
日

（本
）

午
後
―
時
～
３
時

「介
護
が
終
要
な
方
の
食
事
と

栄
奏
に
つ
い
て
」

１０
月
１６
日

（火
）

午
後
２
時
３０
分
～
４
時
３０
分

「寝
た
き
り
や
高
船
者
の
趙
理

的
特
性
及
び
接
し
方
の
工
夫
」

＝
月
１４
日

（水
）

午
後
２
時
～
４
時

「介
護
劇

・
痴
果
の
あ
る
お
年

寄
り

へ
の
接
し
方
」

【
会
場
】

湯
沢
町
役
場
３
階
大
会
議
室

【申
込
期
ＦＲ
】

各
期
日
の
―
週
間
前

【申
込

・
聞

い
合
わ
せ
】

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

砒
８４

・
３
０
０
０

(

奪
ご
結
幅
お
め
て
と
う
ご
さ
い
ま
す

（栄
町
、
章

一
・
さ
お
り
さ
ん
）

（谷
後
、
良
彦

・
幸
枝
さ
ん
）

（石
白
、
雅
彦

・
美
穂
さ
ん
）

●●●● 0● ● 0● ● 0● ●●●●●● 0● ● 0●

10月 1日は、
事業所 。企業
統計調査

10月 1日現在で、平成 13年事業所・企
業統計調査ガ全国で一斉に行われます。

調査の対象となるのは、農林漁家を除

全国すべての事業所です。この調査は

重要な統計調査に指定されています。9月
下旬に、調査員ガ調査票の記入をお願いに、

各事業所を訪間しますので、ご協力くださ

い。記入後は調査員ガ回収にまいります。

【間い合わせ】

総務課企画振興係 T[と 84-3454

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

８
月
２３
日

　

上
村
（峠
）

）

メ

ッ
セ

ー

ジ
）

８

月

１２

日

８

月

１４

日

８

月

１６

日

小
林

れ
も
ん
さ
ん

元
哉

さ
ん

優
香
理
さ
ん

お
誕
生
お
め
て
と
う
ご
さ
い
ま
す

林

８
月
２‐
日

　

玉
田

　

政
廣

さ
ん
　
（布
場
、
９０
歳
）

８
月
２４
日

　

樋
口
　

仁
作

さ
ん
　
は
下
、
５６
歳
）

※
類
似
文
字
で
表
記
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

※
広
報
に
掲
載
し
て
ほ
し
く
な
い
場
合
は
、
届
出
の
際
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

′1ヽ

野
塚

貞
之

さ
ん
　
（西
中
）

明
美

さ
ん
　
奪

沢
町
）

仕
事
も
家
庭
も
頑
張
っ
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

皆

さ
ん
、
ま
ろ
し
く
！

こ

し

ま
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